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平成 27 年度施策の実施状況（代表事例） 

 

 

 

 (1) ひろしまの森づくり事業 

【広島県】   ･･･････ p.2 

 

 (2) 瀬戸内海国立公園子どもパークレンジャー事業の実施 

【環境省中国四国地方環境事務所】  ････････ p.3 

 

(3) 第 10 回 海の再生全国会議の開催  

【中国地方整備局】    ･･･････ p.4 

 

 (4) 山口県海岸漂着物対策推進地域計画に基づく海洋ごみ対策の推進 

                                               【山口県】     ･･･････ p.5 

 

 (5) 第 7 回広島湾水質一斉調査結果について  

【モニタリング・環境教育分科会(第六管区海上保安本部 海洋情報部)】････ p.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１－２ 
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【広島県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○手入れ不足の人工林や放置された里山林について，水を貯える働きや災害を防ぐことを目的として，人工林の間伐，里山

林の整備に取り組む。

　・間伐による人工林の健全化：300ha予定

　・放置された里山林の整備（除間伐，下刈り等）や松くい被害跡地等の整備（枯損木処理等）

　・住民団体等が主体となった継続的な森林保全活動（地域資源保全活用事業）：5地区

○事業の取組を幅広く周知するための広報活動

　 ・マスコミを活用した情報発信（TV・ラジオ等），郵便局や商業施設でのポスター掲示による事業PR

■ひろしまの森づくり事業　＜継続＞

人工林対策（広島市）
適度な間隔で木を伐採（間伐）することで，地表

に日光が入り込みやすくなり，樹木の健全な成

長促進

里山林対策（府中町）
災害防止・景観の保全・自然とのふれあい等を

目的とした森林整備の実施

地域資源保全活用事業（廿日市市）
地域住民，森林ボランティア，漁港関係者，企業

など約200人が森林保全活動に参加

（Ｈ27.10.18開催）

ひろしまの森づくり事業 広報活動
林業体験バスツアーを開催し，テレビ番組で実施状況

等を紹介（H27.11月）
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【環境省中国四国地方環境事務所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
【ぼくの　わたしの｢宮島子ども自然遺産｣さがし～海辺の生き物＆シカのくらし　とことん大調査～】

１　実施期間
　2015年10月10日（土）9:00～12日（月・祝）16:00

２　実施場所
　広島県廿日市市宮島町

３　参加者数
　小学４～６年生　20名

４　活動概要
　宮島で海の生き物やシカの調査、星空観察やナイトハイクなどを通して、未来に残したい自分だけの「宮島子ども
自然遺産」を見つけ、五七五とイラストを描いた俳画を作成し、街頭PRを行いました。

■瀬戸内海国立公園子どもパークレンジャー事業の実施　＜継続＞

　　瀬戸内海国立公園において、小学生を対象とした子どもたちに「子どもパークレンジャー」として国立公園
で働く自然保護官(レンジャー)の職業体験や野外活動を通して、自然のすばらしさを体感することで、主体
的、協働的に自然保護に取り組む力をはぐくむことを目的とする。生物多様性に触れる体験活動を通して、
宮島の自然のすばらしさについて生態学的・感覚的に理解し、自然保護に興味をもつきっかけとする。
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【中国地方整備局】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第10回　海の再生全国会議の開催　＜新規＞

　「海の再生全国会議」は、海の再生プロジェクトに取り組んでいる東京湾、大阪湾、伊勢湾、広島湾におい
て関係省庁、関係自治体及びNPO団体等の関係者との連携のもと、海の再生プロジェクトの普及啓発、意見
交換等、情報の共有化を図ることで各湾の取り組みを推進するために、平成18年度から持ち回りで開催さ
れ、今回、第10回を広島市で開催した。

【海の再生全国会議開催概要】

○開催日時：平成28年3月3日（木） 13:30 ～ 16:30

○開催場所：広島国際会議場

○参加者：２０８名

○プログラムの内容

・基調講演 岡田 光正氏（放送大学教授、教育支援センター長）

・各湾における取り組み紹介（東京湾、大阪湾、伊勢湾、広島湾）

・広島湾からの話題提供（NPO、市民団体）

①一般市民からの話題提供

②森・川･海の連携による取り組み

・パネル展示（広島湾における市民活動状況、広島湾再生PR等）

【案内チラシ】 【開催状況】

基調講演

各湾における取り組み紹介

広島湾からの話題提供
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【山口県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■山口県海岸漂着物対策推進地域計画に基づく海洋ごみ対策の推進　＜継続＞

平成23年9月に策定した「山口県海岸漂着物対策地域推進計画」に基づき、各主体の連携・協働の下、海洋
ごみ対策の回収処理や発生抑制対策を実施した。
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【モニタリング・環境教育分科会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


